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� ●開架資料紹介　●市史資料室たより

◆『市史通信』の編集は、公益財団法人横浜市ふるさと歴史財団　近現代歴史資料課　市史資料室担当職員が編集を行っています。
� リサイクル適性の表示：紙へリサイクル可　 　  

《市史資料室たより》
【平成27年度横浜市史資料室展示会】
「戦後70年　戦争を知る､ 伝える
　　　　　　　－横浜の戦争と戦後」

会期：７月18日（土）～9月23日（水）
時間：午前9時30分～午後5時
休館日：7月21日（火）、8月17日（月）
　　　　◎入場無料
場所：横浜市西区老松町1番地　横浜市中央
　　　�図書館地下1階ホール前ホワイエおよ

び横浜市史資料室展示コーナー
内容：�戦争の実際をわかりやすく伝えるため、

写真だけでなく、体験記、絵の他、日
記や書簡など当時のさまざまな記録を
合わせて紹介し、戦争の現実を浮き彫
りにします。

＊横浜市史資料室展示コーナー
横浜市ふるさと歴史財団8施設連携展示
わがまち横浜再発見「ヨコハマ3万年の交流」
関連展示

「戦争と戦後をめぐる日本とアメリカ」
戦前、戦後の日米関係を資料とパネルで紹介
します。

【展示関連シンポジウム】� 《事前申込制》

「空襲の記録－証言・写真・米軍資料」
日時：8月29日（土）
　　　午後１時～4時45分（開場：12時30分）
会場：横浜市中央図書館地下1階　ホール
第一部　問題提起と報告
問題提起：羽田博昭（横浜市史資料室主任調
査研究員）　報告：山辺昌彦（東京大空襲・戦
災資料センター学芸員）／手塚尚（横浜の空襲
を記録する会会員）
第二部　パネルディスカッション
募集：160人

（応募者多数の場合は抽選となります。）
◎参加費無料
申込方法：往復はがきに住所・氏名・電話番
号を明記の上、以下の宛先にお送り下さい。
はがき1枚につき１名様のみの応募とさせ
ていただきます。
送付先：〒220－0032

横浜市西区老松町1
横浜市中央図書館地下1階
横浜市史資料室　シンポジウム係

問合せ先：045－251－3260
（横浜市史資料室）

締切り：8月20日（木）必着

【寄贈資料】
1菊地　卓様	 占領期横浜の画像データ� 128点
2有馬　榮様	 絵はがき｢満州国の景勝地｣他�4件
3根本政視様	 横浜関係書籍ほか� 10件
4白石　緑様	 小林直明資料　追加� 6件
5白石　緑様	 白石緑家資料　追加� ７件
6篠田操子様	 篠田登美江資料� 264件
7篠原あや様	 昭和戦前・戦後の写真アルバム�６件
8田中常義様	 金沢湾埋立関係資料� 604件
9飯野健造様	 関東大震災写真� 5点
�丸田貴子様	 船員手帳・メモ帳� 2件
�又木トシ様	 又木誠八郎資料� 223件
�五十嵐髙様	「横浜空襲」目撃記録� 1件
�太田隆平様　関東大震災関係写真� 22点
�布川岳人様　新日本写真大観ほか�２ 件

【横浜市史資料室　最新刊行物のご案内】
・�『横浜市史資料室　紀要』第5号（税込500円）
・『震災復興と大横浜の時代』(税込500円)
　上記刊行物は、市民情報センター(橫浜市
役所1階)のほか、横浜開港資料館、橫浜都
市発展記念館、橫浜市歴史博物館、橫浜市中
央図書館ふれあいショップ「のげやま」で販売
しています。

◇ 休 室 日 の ご 案 内 ◇
　　　7月21日（火）、 8月17日（月）、
　　　9月24日（木）、10月13日（火）、

11月24日（火）
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